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カルバゾールデンドリマーはカルバゾールユニッ

トが内層から外層へと誘起的な電子求引基として働

くことにより、外層に HOMO、内層に LUMOが局在

化したような電子構造を有していることが明らかと

なっている(JACS, 2009, 131, 2244)。このようなポテ

ンシャルの勾配に対してアクセプター分子を内層に

結合することで勾配を延長することが出来、長寿命

な電荷分離など様々な特性が発現するものと期待さ

れる(Chem. Commun. 2012, 48, 7235)。本報告ではアク

セプター分子である 1,3,5-トリアジンをコアに有す

るカルバゾールデンドリマーを合成し、分離した

HOMO－LUMO軌道に基づいて小さな S1-T1エネル

ギー差を有するのではないかと考え、熱活性化遅延

蛍光(TADF)材料として展開可能であるか検討を行っ

たので報告する。 

第 2世代から第 4世代デンドリマー(GnTAZ, n=世

代)は 2 級アミンであるカルバゾールデンドロンと

2,4,6-tris(4-iodophenyl)-1,3,5-triazine の銅触媒を利用

した N-arylation 反応によって合成した(Fig.1)。トル

エン中でのUV-visスペクトルと蛍光スペクトルを測

定した(Fig.2)。UV-visスペクトルには 390nm付近に

CT吸収が出現した。蛍光スペクトルは世代依存性が

なく、溶媒効果が見られたことからコア周辺の CT

準位からの発光が観測されているものと考えられる。

デンドリマーの PL 量子収率についても測定を行っ

た(Table 1)。いずれの世代でも大気下と窒素バブリン

グ後では量子収率の大幅な上昇が見られたことから

長寿命な発光成分の存在が示された。実際に蛍光寿

命測定を行った所 nsオーダーの早い減衰を示す成分

とµs オーダーの遅い減衰を示す成分が見られたこと

から熱活性化遅延蛍光材料であることが示唆された。

GnTAZデンドリマーはフィルム状態でも比較的高い

PL発光量子収率を有しており、当日はデンドリマー

を発光層とした有機 EL 素子の特性についても報告

する予定である。 
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Fig.1 Structure of G4TAZ. 

 

 
Fig.2 UV-vis absorption and PL spectra of  
 
Table1 PL quantum yield of  GnTAZ 
(n=generation) toluene solution, N2-bubbled 
toluene solution, and neat film. 
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